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《横書きで、次の項⽬に従い作成し、原則、図表を含め 8,000 字程度にまとめてください》 
 

1. 研究の⽬的 
⽇本に住む 65 歳以上の外国⼈⾼齢者は増加傾向であり、医療的介⼊が必要な⾼齢者も増加してい
る。しかし⽇本語に不⾃由な場合が多く、医療系訪問サービス提供者はコミュニケーションに時間と労⼒を
費やしている。例えば、⾔語の壁により契約⼿続きやサービス内容の理解が難しく、また⽂化や習慣等の
違いからサービス提供にあたり制限が伴い、対応に苦慮したり安全⾯が懸念されたりする現状がある。本
研究は、外国⼈⾼齢者へのサービス提供に際して看護・介護者を効率よく補助するコミュニケーションツー
ルやシステムを構築することを⽬的とする。 
我々は先⾏研究として、⽇本語に対し⾔葉の壁を持つ要介護⾼齢者（外国⼈⾼齢者）の医療系訪
問サービス提供時の安全管理対策整備に向け、訪問看護・介護事業所が直⾯する問題やニーズを調
査した（令和 4 年度厚労科研費）。本研究はこの調査結果および今回新たにインタビューを施⾏する
ことにより得られる知⾒を元に、必要とされるコミュニケーションツールを作成する。 
 

2. 研究の内容・実施経過 
訪問看護・介護事業所の協⼒を得て、外国⼈⾼齢者宅へ同⾏し、訪問サービスを提供する場⾯を観
察した。その後、看護師にインタビューを⾏い、困難状況や必要とするツールの要望を聞き取った。この知
⾒と、先⾏研究で得られている調査結果を合わせ、困難状況・要望リストを作成した。リストに基づき、状
況を改善するためのイラスト描画を美⼤⽣で構成するグループに依頼し、５か国語（中国語【簡体字】・
韓国語・英語・スペイン語・ポルトガル語）で 56 テーマ、112 枚のイラストを作成した。 
これらのイラストを訪問看護師・介護⼠がケア提供現場で使⽤できるよう、Web アプリを開発して公開し
た（https://www.piclingo.net/）。この Web アプリを訪問看護師・介護⼠に試⽤して頂き、システ
ムに関するフィードバックおよび新たなイラストのリクエストを受け付けた。 
また、上記の研究実施と並⾏し、国内の外国⼈⾼齢者の現状や課題に関する総説を執筆した。 

 
3. 研究の成果 

I. 訪問看護師・介護⼠が外国⼈⾼齢者にサービスを提供する際に経験する困難状況 
以下のようなカテゴリーの困難状況が明らかになった。具体例とともに⽰す。 
 
⾔語コミュニケーションの問題 
⾔葉が通じないため図やジェスチャーで対応せざるを得ない 
チクチク、ジンジンなどの痛みに関するオノマトペが表現できない、聞くことができない 
通訳アプリを使っても通じないので役に⽴たない 
利⽤者がコミュニケーションを断念する態度をとってしまう 
便の詳しい形状を聞き取ることができない 
 
医療的ケアに関わる問題 
治療に対しての理解がなく、従わない 



 

 
服薬を守ってくれない 
胃ろうの仕組みを理解せず、勝⼿なものを⼊れてしまう 
⼼臓の⾳を聞く際に服を開ける抵抗がある 
インスリン注射の説明がうまくいかない 
 
業務に関する問題︓ 
業務外のことを依頼される 
約束の時間が守られない 
ルールに反して医療者にギフトを渡そうとする 
 
⽂化・習慣に基づく問題︓ 
宗教上⾷べていけないものを聞き出すことができない 
伝統療法を優先してしまい、服薬しない 
適切なパーソナルスペースが把握できない 
お祈りの時間と訪問の時間が重なってしまいケアを始められない 
 
II. 上記の困難状況を解決するためのコミュニケーションツール（イラスト）の作成 
困難状況および訪問看護師・介護⼠からのリクエストに基づき、解決につながるイラストの描画を美⼤⽣
で構成するグループに依頼した。 

 
⾔語コミュニケーションにおける困難状況およびリクエストの例 
「どんな痛みがあるのか聞きたいけれど、⽇本語のオノマトペが通じません。患者さんが指さして我々に伝わる
ようなイラストがあると助かります。」 

⇒対応するイラスト（中国語、韓国語の場合） 

 
 



 

 
医療的ケアに関連する困難状況およびリクエストの例 
「胃ろうに好きなものを⼊れて、詰まらせてしまう。胃ろうの仕組みと注意事項を説明したい。」 

⇒対応するイラスト（中国語、韓国語の場合） 

 
 
業務に関連する困難状況およびリクエストの例 
「業務以外のことを頼まれて困ってしまいます。患者さんを怒らせないように、ルール上できないことをうまく伝
えるツールが必要です。」 

⇒対応するイラスト（英語、スペイン語、ポルトガル語の場合） 

 
 

 
 
 



 

 
⽂化・習慣に関連する困難状況およびリクエストの例 
「訪問の時間とお祈りの時間が重なってしまうことがある。宗教的習慣について知りたい。」 

⇒対応するイラスト（英語、スペイン語、ポルトガル語の場合） 
 

 
 

 
 

III. Web アプリの作成 
訪問看護師・看護師が作成したイラストに簡単にアクセスできるよう、Web アプリを開発した。 
https://www.piclingo.net/ 

 

 



 

 

サービス提供に関連するキーワードを⼊⼒することにより、⽬的のイラストを検索することができる。またお気
に⼊り登録機能があり、サービス提供現場で利⽤者ごとに必要なイラストをまとめ、タブレットで適宜表⽰
できるようになっている。また「リクエスト」からは、サービス提供者からの要望を受け付け、新規のイラストを
追加することができる。 

 

イラストはケア、ルール、家族、掲⽰物・書類、症状、習慣、薬、⾷事、のカテゴリごとに分類されており、リ
ストから⽬的のイラストを探すこともできる。 

 

 
 
 
 



 

 
4. 今後の課題 

外国⼈⾼齢者へ医療サービスを提供する際は、まず、⽂化・習慣に基づく問題があり、これを基底に医
療的ケアに関わる問題、業務に関する問題が⽣じている。⾔語コミュニケーションの問題がこれらを修飾し
ているため、本研究の成果物であるコミュニケーションツールは外国⼈⾼齢者のケアにおいて⼀定の解決
をもたらすことが期待される。 
⼀⽅で、外国⼈⼈⼝が増加しつつある本邦において、⽇本語を⺟語としない⾼齢者介護のニーズが今
後更に⾼まると考えられるが、サービス提供体制の整備は不⼗分である。例えば、⾔語の壁により契約
⼿続きやサービス内容の理解が難しいこと、また⽂化や習慣等の違いからサービス提供にあたり制限が伴
い、受け⼊れ施設が決まらず、対応に苦慮する現状がある。この現状を改善するためには、利⽤者側と
提供者側の共通理解が不可⽋であるが、サービス提供時の安全対策等の全国的な指針は⽰されてい
ない。本領域の今後の課題は、安全に配慮した外国⼈⾼齢者へのサービス提供マニュアルを整備するこ
とである。 
 

5. 研究の成果等の公表予定（学会、雑誌）    
学会︓「（仮題）外国⼈⾼齢者の訪問看護・介護に役⽴つコミュニケーションツールの開発」, グローバ
ルヘルス合同⼤会, 2026 年 11 ⽉ 27 ⽇〜29 ⽇、⼤宮ソニックシティ（発表予定） 
 
総説︓「⽇本における外国⼈⾼齢者介護の現状と課題」（投稿準備中） 

1．はじめに 
海に囲まれた島国である⽇本は歴史的に移⺠が少なく、外国⼈は⽐較的マイナーな存在である。しか
し 1980 年代以降の中国帰国者、南⽶からの労働移⺠、国際結婚で来⽇したアジア圏からの⼥性、
インドシナ難⺠などの難⺠・第三国定住者が⾼齢者となり、彼らは⽇本語を⺟語としていないため、医
療現場のコミュニケーションが課題となっている。また近年の⽇本では、少⼦⾼齢化による労働⼒不⾜
の解消を⽬的として 2019 年に開始した特定技能制度により、外国⼈の永住への道を開き、実質的
に移⺠政策へと⼤きく舵を切った。これにより将来的に⽇本語を⾮⺟語とする外国⼈⾼齢者の介護問
題が顕在化すると考えられる。本総説では、⽇本における外国⼈⾼齢者の現状と課題、および改善
策を論じる。 
（以上、抜粋） 

 


